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News Release 

  

＜報道関係各位＞ 

  ２０１５年２月１９日 

一般社団法人 日本化学工業協会 

 

若手研究者を表彰する「日化協 ＬＲＩ賞」を新たに設置 
～化学物質の影響に関する研究の活性化を期待～ 

 

一般社団法人 日本化学工業協会（会長：小林喜光 株式会社三菱ケミカルホールディングス代

表取締役社長 以下、日化協）はこのほど、化学物質の安全な使用を推進する一環として、“化学

物質が人の健康や環境に与える影響”について優れた研究業績をあげた若手研究者を毎年表彰

する「日化協 ＬＲＩ※賞」を日本毒性学会（理事長：眞鍋淳）内に設置しました。日化協は、これまで会

員企業の活動や業績を対象とした表彰は実施してきましたが、会員以外を含めた個人を対象とす

る表彰は今回が初めてです。 

※ＬＲＩ：Long-range Research Initiative = 長期自主研究活動 

 

ＬＲＩは、国際化学工業協会協議会（ＩＣＣＡ）に加盟している欧州化学工業連盟、米国化学工業協

会および日化協の３つの団体によって１９９９年より運営されているグローバルプログラムであり、

化学物質の安全性を向上させ、不確実性を低減させることを目的に、“化学物質が人の健康や環

境に与える影響”に関する研究を長期的に支援している自主活動です。日化協では２０００年より 

ＬＲＩを通じた研究支援を行っています。 「日化協 ＬＲＩ賞」は、ＬＲＩの認知拡大および理解促進を図

るとともに、同分野の優れた若手の研究者および世界をリードするような新しい研究分野を発掘す

ることを目指して設置しました。 

 

「日化協 ＬＲＩ賞」の選定は、毒性学分野において世界で２番目の会員数を有する日本毒性学会

の協力のもと、１０年以上継続して同学会の会員であり、且つ満５０歳以下の者を対象に行います。

同学会評議員（２０１４年７月３日現在２８６人）による候補者の推薦を募り、日本毒性学会学術広報

委員会（委員長：筑波大学教授 熊谷嘉人）に設ける日化協 ＬＲＩ賞選考小委員会(委員長：未定)が

“化学物質が人の健康や環境に与える影響”の評価、化学物質の毒性発現のメカニズム解明、新し

い評価法の開発等の研究の中から新規性や独創性、実現可能性、実用化後の影響度等を評価し

て受賞候補者１名を選定します。１回目となる今回は、３月３１日（火）まで候補者の推薦を受け付け、

４月末に受賞者を決定します。表彰は、６月２９日（月）から７月１日（水）まで開かれる日本毒性学

会学術年会にて執り行われ、受賞者には副賞として３０万円を贈るほか、ＬＲＩ活動への参画等、今

後ＬＲＩとの連携を見据えた協力をお願いしていく予定です。 

 

日化協では、本表彰制度がＬＲＩ研究の活性化につながり、２１世紀における化学物質安全性評

価の推進が加速されることを期待しています。 

 



「日化協 ＬＲＩ賞」概要 

 

名   称 ： 日化協 ＬＲＩ賞 

 

選考対象 ： 現に１０年以上継続して日本毒性学会の会員であり、受賞年度の４月１日時点で満５０ 

歳以下の者を対象に、日本毒性学会評議員が候補者を推薦する。 

 

推薦締切 ： ２０１５年３月３１日（火） 
 

選   考 ： 評議員から推薦された候補者の中から、学会内部の学術広報委員会（委員長：筑波大

学教授 熊谷嘉人）に設ける日化協ＬＲＩ賞選考小委員会（委員長：未定）が、同学会が

発行している学術雑誌、The Journal of Toxicological Sciences を含めた、国内外の毒性

分野に関連する学術英文誌に掲載された“化学物質が人の健康や環境に与える影響”

に関する研究の新規性、独創性、実現可能性、実用化後の影響度を総合的に評価し、

研究者１名を受賞候補者として選定する。 

日本毒性学会が推薦した上記受賞候補者１名を日化協が承認して受賞者として決定す

る。 
 

表   彰 ： 日本毒性学会学術年会（２０１５年６月２９日～７月１日 於：石川県金沢市）にて表彰を

行う 

 

副   賞 ： 賞金３０万円 

 

そ の 他 ： 受賞者は受賞年の８月に開催予定の「日化協ＬＲＩ研究報告会」にて、記念講演を

  行っていただく予定。 

 

＜ＬＲＩとは＞ 

人の健康や環境に及ぼす化学物質の影響に関する研究を長期的に支援する、ＩＣＣＡの自主活動の１つ

で、「化学物質と健康・環境に関する科学知識を広げること」、「試験法やスクリーニング手段の開発によ

り製品管理能力の向上を推進すること」、「科学的根拠に基づく公共政策の決定を支援すること」を目的

としています。 

支援の対象となるのは、“リスク評価手法の開発”をはじめ、グローバル経済において化学業界が取り組

むべき優先課題に関する研究５分野での助成を行っています。日本では２０００年に本格的にスタートし

ており、ＯＥＣＤなど国際的なガイドラインへの提案を行ったり、行政委託研究プロジェクトに採択される

などこれまでに一定の効果をあげています 

 

＜ＬＲＩで支援している研究分野＞ 

1）新規リスク評価手法の開発と評価 

2）ナノマテリアルを含む、新規化学物質の安全性研究 

3）小児、高齢者、遺伝子疾患などにおける化学物質の影響に関する研究 

4）生態・環境への影響評価 

5）その他、緊急対応が必要とされる課題 

 

ＬＲＩに関する詳しい情報は、ホームページ（http://www.j-lri.org/）でご覧いただけます。 


